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大阪ＩＲ大会２００５

オムロンの経営戦略
～企業価値向上が最大の買収防衛策～

２００５年７月６日

オムロン株式会社
代表取締役社長　作田久男
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１．オムロンの概要

会社概要会社概要

（２００５年３月末現在、連結ベース）（２００５年３月末現在、連結ベース）

１９３３年（昭和８年）５月１０日創　業

売上高 ６，０８６億円

２４，９０４人従業員数

５，８５４億円総資産

５２．２％株主資本比率

５，５６９億円（株価２，３４０円）時価総額
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身近なところで
幅広い商品とサービスを展開

１．オムロンの概要

主な商品

品質改善

生産工程・検査
セキュリティ

携帯電話・家電

自動改札

健康管理

追突防止

交通渋滞予測

・各種検査装置
・不良分析・改善
　ソリューション

・センサー
・検査・分析
　ソリューション

・ＩＣカード
・入退室管理
・情報セキュリティ

・交通情報センサー
・交通管制システム

・レーザーレーダー

・リレー、ＳＷ、コネクタ
・液晶バックライト
　　　（ＭＬＡ）

・血圧計
・体温計
・体組成計

・自動改札機
・自動券売機
・駅務機器

産業

車載

社会

電子部品

生活
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　　主力は制御機器・電子部品・車載電装部品
売上の３分の２以上を占める

１．オムロンの概要

事業の状況

エレクトロニクス・
コンポーネンツ

ソーシアル・システムズ

２００５年３月期

売上（連結）

６，０８６億円

41%

17%
11%

19%

8%
4%

オートモーティブ・エレクトロニック・
コンポーネンツ

インダストリアル・
オートメーション

その他ヘルスケア
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　　　　　　　　　核となるのは“センシング＆コントロール”技術
　　　　　　　　　　　さまざまな分野に応用が広がっている

１．オムロンの概要

コアコンピタンス

現在の主力製品

画像
センシング

電子制御
部品

製品

技術

マイクロ
スイッチ

磁気
センシング

硬貨
センシング

紙幣
センシング

生体
センシング

光電
センサ

電子
計算機

近接
センサ

貨幣
識別機

パワーウィンドウ
ＳＷ

模造紙幣
識別機

自動
券売機 人体

センシング

車両
センシング

電動
パワーステアリング

健康機器

自動改札機

交通管制
システム

光
センシング

リレー
サーボ

コントロール

シーケンス
コントロール

メカトロ機器

ＰＬＣ

検査装置

光通信部品
／ＭＬＡ

製品開発の歴史とコア技術
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２．長期経営構想ＧＤ２０１０の目標
　　　「企業価値の長期的最大化」

　　企業価値の考え方

　　長期経営構想　ＧＤ２０１０

　　ＧＤ２０１０　第１ステージの振り返り

　　ＧＤ２０１０　第２ステージの経営目標

　　第２ステージの経営目標達成シナリオ
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　　　　　　　　　企業価値は、事業価値とブランド価値の和
２．長期経営構想ＧＤ２０１０の目標

企業価値の考え方

企業価値　＝　事業価値の総和　＋　ブランド価値

企
業
価
値

　ブランド　
価値

Ｃ事業
価値

　本社費　

Ｂ事業
価値

Ａ事業
価値

事業価値の総和
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２００１年に長期経営構想
グランドデザイン（ＧＤ）２０１０発表

２．長期経営構想ＧＤ２０１０の目標

長期経営構想　ＧＤ２０１０

ＧＤ２０１０

経営目標:企業価値の長期的最大化

ＲＯＥ１０％以上を維持し成長し続けること

２０１０年までに　

２１世紀企業の創造

ありたい姿
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　　　　　　　　　　第１ステージ目標をＲＯＥ１０％に設定
　　　　　　　　構造改革の断行で、１年前倒しで目標達成

２．長期経営構想ＧＤ２０１０の目標

ＧＤ２０１０　第１ステージの振り返り

第１ステージ目標
ＲＯＥ　１０％

2001 20102005

10.0

10.2

-5.1

0.2

9.38.47.56.7

１０．０

１５．０

ＲＯＥ（％）

当初のＲＯＥ計画

第１ステージ
ＲＯＥ実績

構造改革断行

第１ステージ
収益体質つくり

第２ステージ
成長への積極投資

１年前倒しで
ＲＯＥ １０％%達成

２００１年

策定時の計画

２００１年

策定時の計画

ＧＤ２０１０目標

企業価値の長期的最大化

５．０

０．０

－５．０

－１０．０
２００２年３月 ２００３年３月 ２００４年３月 ２００５年３月２００１年３月
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第１ステージの目標前倒し達成により
新第２ステージを設定

２．長期経営構想ＧＤ２０１０の目標

ＧＤ２０１０　第１ステージの振り返り

2001 20102005

第１ステージ
収益体質つくり

第２ステージ
成長への積極投資

変更前変更前

・２００４～２００７年度を新第２ステージとし
　新たな経営テーマと目標（次ページ）を設定
・２００８～２０１０年度を第３ステージと設定

変更後変更後

　

新第２ステージ経営テーマ：　「収益と成長のバランス」
～ＲＯＥ１０％以上を維持し、成長をし続けること～

2001 20102004

第１ステージ

収益体質つくり

新第２ステージ

成長構造作りこみ 2007

第３ステージ

成長構造の実現
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　　第２ステージ目標は、企業価値向上へ
　　ダイレクトにせまる「事業価値の倍増」

２．長期経営構想ＧＤ２０１０の目標

ＧＤ２０１０　第２ステージの経営目標

ＧＤ２０１０経営目標

　事業価値の総和を０３年度比倍増　

　第２ステージ目標　
ブランド価値の向上

Ａ事業
価値

企業
　価値　

Ｃ事業
価値

Ｂ事業
価値

　本社費　
　ブランド　

価値

　事業価値の総和

企業
価値　事業価値の総和

０３年度 ０７年度

企業価値の長期的最大化

　2001 20102004

第１ステージ

収益体質つくり

第２ステージ

成長構造作りこみ 2007

第３ステージ

成長構造の実現
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　　　　　　事業価値倍増の実現に向けたシナリオ
２．長期経営構想ＧＤ２０１０の目標

第２ステージの経営目標達成シナリオ

新規領域で２，５００億円の事業価値を創出し
同時に既存領域での事業価値を９，５００億円に増加する

新規領域で２，５００億円の事業価値を創出し
同時に既存領域での事業価値を９，５００億円に増加する

０３年度

事業価値の総和　６，０００億円

０７年度

０３年度から１．６倍化して

事業価値９，５００億円に増大
　新たに２，５００億円の

事業価値を創出

　　

＜新規領域＞ ＜既存＋中華圏領域＞

売上５００億円増、成長率２０％以上の
新規事業領域確立

　中華圏事業の売上１０００億円増加

　営業利益率を２％改善

　事業資産回転率を１０％改善

事業価値の総和　１２，０００億円
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３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

　　企業価値とブランド価値

　　企業理念体系と社憲

　　ＣＳＲと取り組み内容

　　オムロンのビジョン
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　　　　　　　ＣＳＲへの取り組みにより、
　　　　　　　ブランド価値の向上へつなげる

３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

企業価値とブランド価値

ＧＤ２０１０長期経営目標　

　企業価値の長期的最大化　

第２ステージ経営目標

　事業価値の総和を倍増　

ブランド価値の向上
（ＣＳＲへの取り組み）

　Ａ事業　
　価値　

　Ｃ事業　
　価値　

　Ｂ事業　
　価値　

　企業　
　価値　

　本社費
　

　ブランド　
　価値　

　事業価値の総和　
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　　　　　　　　オムロンの企業理念体系
３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

企業理念体系と社憲

社 憲　

経営理念　

われわれの働きで、　
われわれの生活を向上し、　
よりよい社会をつくりましょう　

◆顧客満足の最大化　

◆たえざるチャレンジ　

◆株主からの信頼重視　

◆個人の尊重　

◆良き企業市民の実践　

◆倫理性の高い企業活動　

１９５９年　

１９９８年　

企業市民宣言　 環境宣言　 企業倫理宣言　

１９９１年　 １９９４年　 １９９８年　

企業哲学　

機械にできる事は機械にまかせ、　

人間はより創造的な分野での　

活動を楽しむべきである。　
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　　　　　　　　社憲の精神＝企業の公器性
３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

企業理念体系と社憲

社 憲　

われわれの働きで、　
われわれの生活を向上し、　
よりよい社会をつくりましょう　

企業哲学　

機械にできる事は機械にまかせ、　

人間はより創造的な分野での　

活動を楽しむべきである。　

　社憲の精神　

１９５９年　

　企業は社会の公器である　
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　　　　　　　　企業の公器性の考え方
３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

企業理念体系と社憲

｢事業の公器性｣と｢社会の公器性｣が　
交差する領域での活動を特に強化する　

　事業の公器性　 　社会の公器性　

企業の公器性　

・事業活動を通じた貢献　
・事業活動の公正性　

・社会課題への取組み　
・企業市民活動　
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　　　　　　　　　　ＣＳＲにおける
　　　　　　　３つの柱と４つの重点テーマ

３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

ＣＳＲと取り組み内容

　事業を通じたソーシャルニーズの創造が　
　オムロンにとって最も重要な社会的役割のひとつ　

環境への取組み

「公正性」への取組み
　

「公正性」への取組み
　

　法令遵守／
企業倫理の強化

事業を通じた
ソーシャルニーズの

創造

　事業を通じた　
よりよい社会づくり

　

　事業を通じた　
よりよい社会づくり

　

対応範囲の拡大と　
　実行の定着

ソーシャルニーズ オムロンらしさ
　

社会課題への取組み社会課題への取組み

多様性（障害者／女性）
への対応　
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　　　　　　　　オムロンが提供する価値
３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

ＣＳＲと取り組み内容

　環境　

　安心　

　安全　

人と機械の
　

ベスト　
マッチング

　

ソーシャルニーズ

健康　

最適化社会の入り口で、
安心・安全・環境・健康のソーシャルニーズに対応し

　　
「センシング＆コントロール」技術で　
人と機械のベストマッチングを具現化する　

センシング

＆

コントロール

技術　
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　　　　　　　　技術を軸にした注力領域
３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

ＣＳＲと取り組み内容

７つの注力領域で、コア技術の強化／展開を図る

　安心/　
　安全　

ＲＦ－ＩＤ　

　安心/　
　安全/　
　環境　

ＭＥＭＳ　

車載ｾｰﾌﾃｨ　

センシング技術×知識情報制御技術
（人の知覚／判断に迫る技術）

超精密複製技術×光波制御技
（マイクロからナノに迫る技術）　

エネルギー

光通信　

　高度　
　情報化　

環境

光表示　

　高度　
　情報化　

　安全/　
　環境　

品質　
ﾗｲﾌｻｲｸﾙ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ　

　安心/　
　安全　

＋

パワコン技術
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　　　　　　　２０１０年に向けたビジョン
３．ブランド価値向上に向けた
　　オムロンのＣＳＲへの取り組み

オムロンのビジョン

　　２０１０年２０１０年　　
社会の変化に適応して

長期的に企業価値の最大化を
実現している企業

Ｓｍａｌｌ　ｂｕｔ　Ｇｌｏｂａｌ

　２００５年　最適化社会元年
　～人と機械のベストマッチングで最適化社会ニーズを実現～　　～人と機械のベストマッチングで最適化社会ニーズを実現～　
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４．企業価値向上のためのＩＲ活動

　　ＩＲの目標

　　ＩＲ体制

　　今後のＩＲ活動の課題
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　　　　　　ＩＲの目標は「企業価値の長期的最大化」に
　　　　　　向けた適正な株価形成と株主基盤の安定化

４．企業価値向上のためのＩＲ活動

ＩＲの目標

ブランド価値の向上

Ａ事業
ＰＶ

企業
価値

Ｃ事業
ＰＶ

Ｂ事業
ＰＶ

本社費
ブランド
価値

事業価値の総和

外部評価

適正な
株価形成

ＩＲの貢献

ＩＲの目標

株主基盤の
安定化

グランドデザイン２０１０　（全社経営目標）

企業価値の長期的最大化

事業価値の向上
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　　　　　　　社長をリーダーとするＩＲチームが
　　　　　　　ステークホールダーとの対話を推進

４．企業価値向上のためのＩＲ活動

ＩＲ体制

株主/投資家など
ステークホールダー

双方向コミュニケーション

社長

経営ＩＲ部 財務部

本社機能部門各事業部門 財務ＩＲ室長

財務戦略と一体化した
ＩＲ活動

経営企画室
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　　安定した株主基盤に立つ企業価値向上が
　　結果として敵対的買収への最大の防御策

４．企業価値向上のためのＩＲ活動

今後のＩＲ活動の課題

今後のＩＲ活動の課題

　株主基盤の安定化： 持合解消への対応と個人株主増加

　適正な株価形成： 情報開示の充実と投資家や株主との対話の拡大

企業価値の長期的最大化

参考）株主構成の推移

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1997/3 1998/3 1999/3 2000/3 2001/3 2002/3 2003/3 2004/3 2005/3

個人、他

外国人

事業法人

その他
金融機関

取引関係
金融機関
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人と機械のベストマッチングをめざして人と機械のベストマッチングをめざして

オムロン株式会社


